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問　〇の中には、どんな文字

　（数字)が入るでしょう？

■ 応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、 「ギカイのひろば」を

読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず記入の上、

はがきやファクス、電子メールで応募ください。正解者の中か

ら抽選で５人に八幡平市共通商品券1，000円分をお贈りします

(当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます）。

※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。

■あて先　〒028-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係

　FAX：0195-74-2105　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp

■しめ切り　令和２年３月６日㈮(当日消印有効)

■前回(№57)の正解　９(組)

　　　　　　　　　　応募者　19人　　正解者　19人

ク イ ズ

地域包括ケア

病床の入院可能

日数は最大

〇〇日

次は　３月定例会　（予定)

　議会を傍聴しませんか

　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴するこ

とができます。傍聴を希望する人は、議会開催日に市

役所３階の議会事務局までお越しください（受付で住

所や氏名を記入する必要はありません）。

　議会の映像を見ることができます

　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階

のテレビでライブ中継を行っているほか、インター

ネット(YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画

配信しています。

期　日 内　容

２月19日㈬ 市長施政方針演述  ほか

２月20日㈭
～

３月２日㈪
休会

３月３日㈫～６日㈮
会派代表質問、一般質問、

議案審議、予算特別委員会

３月７日㈯・８日㈰ 休会

３月９日㈪・10日㈫ 予算特別委員会

３月11日㈬ 休会

３月12日㈭・13日㈮ 予算特別委員会

３月14日㈯～16日㈪ 休会

３月17日㈫ 委員長報告  ほか

八幡平市議会活動レポート

議会改革研修会

　12月13日に、市議会改革推進会議主催の研修会を開

催しました。元滝沢市議会事務局長、早稲田大学マ

ニュフェスト研究所招聘研究員中道俊之氏を講師に迎

え、「質問力を高めるには」を演題に研修会を行いまし

た。質疑と質問の実質的機能、政策と質問、役に立つ

議会に近づくための仕組みづくりや議会改革など、多

岐にわたる観点からの講演があり、大変参考になりま

した。

質問力向上を目的に研修会を実施

今回は全議員が参加し、５グループに分か
れ、グループ内で意見交換しました 新潟県小千谷市(10月16日)

教育民生常任委員会
■期日・場所　１０月１6日～１8日・新潟県小千谷市、加茂市

■内容　結婚を望む男女のための出会いの場創出事業および

　　　　日本トップクラスの水準に達した高い福祉施策に関

　　　　する事例調査

結婚お世話志隊・サポートで成婚向上

　小千谷市では、小千谷市開発センターに婚活支援事業

を委託し「めぐりあいサポートセンター」　を設置。コー

ディネーター２名で、これまで239回のお見合いを実施し、

44組を成婚させた。「お世話志隊」の市民活動や事前指導、

お見合い終了後の経過記録などで成果を上げています。

　日本トップクラスの福祉施策を展開している加茂市。し

かし、福祉の見直しも検討されています。バス代の高騰、

参加者減少などで敬老会を今年度から廃止しました。

委員会活動報告

移住定住サテライトオフィス誘致事業

　南伊豆町では古民家を利用したサテライトオフィスおよ

びお試し体験に補助し、人口増加に向けて取り組んでいた。

　ドットツリー修善寺では公金を一切投入せず、地元関係

者が活性化のために斬新で先鋭的なオフィス付き住宅を提

供。優れた運営によって、12棟全てに入居し、３年待ちの

応募者がいるくらいの盛況ぶりでした。

　伊豆市ではコンパクトタウン構想により、過疎地域の旧

小学校の有効利用、「空き家バンク」の活用とそれに伴う

住宅補助など、子育て世代への定住促進を学びました。

総務常任委員会
■期日・場所　１０月23日～25日・静岡県南伊豆町、ドットツ

　　　　　　　リー修善寺、伊豆市

■内容　サテライトオフィス誘致事業および移住定住促進事

　　　　業に関する事例調査

ドットツリー修善寺(10月24日)

産業建設常任委員会
■期日・場所　１１月５日～７日・滋賀県東近江市、岡山県津山市

■内容　米・麦・大豆の土地利用型農業に加え、野菜など高収益

　　　　作物の作付を推進する取り組みおよび産学官連携や異業

　　　　種連携による新製品や高付加価値製品などの開発支援で、

　　　　企業ニーズに応える取り組みに関する事例調査

地域商社の設立で農業振興

　東近江市では、平成23年から業務加工用野菜の作付や、

さらに水田における高収益作物の作付を推進し、その販路

となる地域商社「㈱東近江あぐりステーション」を設立し、

所得が確保できる職業として農業の具現化に成功していた。

　津山市では、民間出身の統括マネージャーを外部から招

聘し、関係機関と連携して成長を目指す事業者・創業者を

総合的に支援するため、平成27年４月からつやま産業支援

センターを設置し、地域内発型の産業振興を進めています。

滋賀県東近江市(11月５日)


